
〔基本理念〕 

交通の発展と、海、空、国土づくりに貢

献します 

 

（理念と方針に至る考え方） 

 これまで海上、港湾、航空の各研究所が培ってきたポテン

シャルをさらに高めるとともに、それらを連携、融合させ、

交通とこれを支える産業の持続的発展と、海、空、国土の適

切な利用に貢献することが求められています。 

 

 このため、これまでの研究を深化するとともに、融合研究

分野を設定し、新たな研究を展開します。そして、わが国が

求める交通システムや海洋利用の動向等の将来を描きなが

ら、常に 10 年後を見据えた新しい研究所像を定め戦略的に

行動し、研究から産業イノベーション、国際的な貢献につな

げていきます。 

 

この実現のため産業界や大学と連携して、研究開発システ

ムを構築し、人材を育成し、施設、設備を充実させます。 

 

 したがって以下を方針として新たな研究所の「かたち」を

つくります。 



〔運営方針〕 

・アカデミズムとインダストリーの交流点 

・基礎学術の充実と産業知識の体系化 

・イノベーションと新技術、未来創造の拠点 

 

―新たな価値を創造する研究所の「かたち」― 

 

【未来指向型研究所】 

知識を体系化し、人をつくり、新たな産業を育てる 

 

【国際貢献型研究所】 

世界に貢献し、最高水準の研究を行う 

 

【提案・解決型研究所】 

社会経済動向を把握し、交通等の将来像を描き、連携、融合

して総合的に課題を解決する 

 

【高価値型研究所】 

保有する研究資産と人的資源の価値を高め、活用する 

 

【共創型研究所】 

世界からさまざまな分野の人が集まり、ビジョンを語りあい、

実行していく 

 


